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テーマ 道路の日常管理 

事業分野 道路－維持管理運用 

効率的な道路の日常管理 
目的  
 

近年、公共事業における財政状況が非常に厳しくなっており、道路事業においてもより一層のコ

スト縮減、効率化が求められています。一方、道路行政に対する住民のニーズが多様化しており、

道路の機能・役割を明確にしたうえで、必要性・有効性の高い事業を実施する必要があります。 

こうした中で道路の日常管理（道路清掃、除草、除雪等）においても、安全・安心で、快適な道

路を目指したうえで、より効率的な管理の実施が求められています。 

当社では、このような状況を踏まえ、地域の特性（交通特性・沿道特性等）や道路構造に応じた

管理水準を設定し、効率的な道路の日常管理方策を提案します。 
 

内容  
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道路利用者の安全・安心、快適性を損なわず

に、効率的な維持管理を実施するための管理水

準を、沿道特性や道路構造といった制約条件か

ら考えられる実施方法・箇所と、道路の役割を

踏まえたサービス水準から考えられる実施回

数に基づき設定します。 

さらに、設定した管理水

準の実践に向けたＰＤＣＡ
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【日常管理水準の設定イメージ】 

【制約条件を踏まえた実施手法・箇所の整理例】 

現地調査・台帳等から 

沿道特性・道路構造を整理 

既存資料・ﾋｱﾘﾝｸﾞ等から実施実績を整理

あるべき論から実施すべき区間を整理 



効率的な道路の日常管理 

05-24 

 

技術ポイント  
 

 

■ きめ細かな現状分析による、日常管理におけるムダ、問題点を明確にします。 

■ ヒアリングやクレーム分析等により、より実態に即した実施手法・箇所を選定します。 

■ 明確な根拠に基づく管理水準を設定し、アカウンタビリティ向上を図ります。 

 

 

 

事業の流れ[当社の実施範囲]  
 

日常管理の実施における、当社の支援メニューを下図に示します。 

PLAN：管理水準の設定

① 対象工種の設定

② 日常管理の実施状況の把握・分析
　　　　　　　　　（実施方法・回数・時期、発生費用等）
　⇒ 現状の日常管理における課題把握

③ 沿道状況、道路構造の把握
　⇒ 実施手法・箇所のあるべき論

④ 交通特性の把握、道路の役割の設定
　⇒ サービス水準、実施回数の設定

⑤ コスト縮減に向けた管理水準の設定

⑥ コスト縮減ルール策定と縮減効果試算

DO：管理水準の現場適応

① 管理事務所による計画の実施

② サービス水準（ｱｳﾄｶﾑ、利用者満足度等）の把握

CHECK：管理水準の現場適応結果評価

① コスト縮減値とサービス水準目標値の比較

② ギャップ要因分析

ACTION：管理水準変更点の明確化

① コスト縮減ルール（管理水準等）の変更点の把握
 

 

補助メニュー等  
 

● 道路橋梁アセットマネジメント 

● 自治体の橋梁長寿命化修繕計画策定 

道路橋について、コスト最小化・予算平準化を目指した短・中・長期維持管理計画を策定します。 

● 道路運営戦略とその実現 

地域特性・ニーズを踏まえた道路整備方針(RMS)を立案し、それに基づく運営計画を策定します。 

 

当社の業務実績  
 

【国交省管内道路整備方針検討業務】 【国交省道路整備方針検討業務】 

【国交省道路管理の適正化検討業務】 【アタミ・ビーチライン維持管理監査業務】 

 

【ポイント 3】試行による継続的な管理水準の見直し 

【ポイント 2】設定した管理水準の現場適応の可能性評価 

【ポイント 1】定量的・定性的な分析に基づいた管理水準の設定 


